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２月もまもなく終わろうとしています。３月５日は、２４節気では「啓蟄」（けいちつ）となっており、大地が暖まり冬

眠していた虫が春の訪れを感じ穴から出てくる頃とされています。まだまだ寒い時節ではありますが、一雨ごとに

気温が上がり、日差しも徐々に暖かくなってきます。すぐそこに春が訪れていると思います。 

さて、若桜学園では先週１８日（木）に「若桜子供シンポジウム」を開催しました。これは、毎年実施しているもので

すが、近年は、６年生が総合的な学習の時間の成果として、若桜町に思いを馳せ、今後、若桜町が発展していくた

めのアイデアや意見を提言しています。今年も矢部町長様を始め、副町長様、議会議長様、たくさんの町議会議員

様や役場の課長様方にご出席いただきました。 

６年生１４名が５つのグループに分かれて発表しました。そのタイト

ルは「中之島公園クリーン大作戦」「桜の道で人を笑顔にしよう」「桜

づくしの町づくり」「ネイチャーキャンプ」「移動販売車で若桜町の魅

力を届けよう」というものでした。タイトルでその内容は、ご想像いた

だけるかと思いますが、どのグループも深く調べて意見をしっかりと

まとめていました。発表からは若桜町の魅力をもっと広くＰＲしたいと

いう強い思いが感じられました。学習を積み上げていく中で、若桜町ならではの良さを実感し、自分たちの若桜町

がこれからもっともっと賑わい、多くの人に訪れてもらうことを考えました。また、町が発展することで人々の暮らし

やすさにもつながっていく、自分たちもずっとこの若桜町のことを考えて

生活し、これからも町が発展していくために役に立ちたい、そんな思いに

満ちあふれていました。また、今年は ICT 教育の成果を発揮してプレゼ

ンソフトを活用し、とても見やすく分かりやすくまとめることができていま

した。ご出席いただきました町長様やたくさんの方から、質問やご意見を

いただき、さらに考えを深めることができました。お褒めの言葉もいただ

き有意義なシンポジウムになりました。たいへんありがとうございました。 

毎日子供達に接している教職員は、６年生のみならず子供達がもっている明日へのエネルギーは計り知れない

と日々思っています。学習や生活の中で、感心したり、驚かされたりす

るアイデアや考えにたくさん出くわします。この子供達のもっている好

奇心や奇抜さこそが、これからの未来を切り拓く大きなエネルギーな

のだと考えています。 

豊かな自然や恵まれた教育資源の中で生活している若桜学園の子

供達が、確かな未来を創り、若桜町に貢献できるよう、地域の教育力

を活用させていただきながら確かな教育実践を積み上げているところ

です。今後ともよろしくお願いします。
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１月６日（水）～８日（金）に、第４６回鳥取県中学校総合体育大会スキー競技の部が氷ノ山スキー場を

会場として行われ、若桜学園からは７名の選手が出場しました。 

アルペンスキー  

【男子大回転】３位 瀨戸 脩司 

【女子大回転】４位 森岡 このみ 

【女子回転】 ４位 森岡 このみ 

 

クロスカントリースキー  

 【男子５㎞クラシカル】    【男子５㎞フリー】      

   ３位 山根 幸輝       ４位 山根 幸輝        

   ６位 山根 颯太       ５位 山根 颯太        

 【女子３㎞クラシカル】    【女子３㎞フリー】       【総合順位】    

   ３位 前住 憩        ４位 諸  麻亜莉       男子総合 ２位 

   〃 奈羅尾 ひより     ５位 前住 憩         女子総合 ２位 

   ５位 諸  麻亜莉      ６位 奈羅尾 ひより      男女総合 ２位 

 

出場した７名全員が、全国大会出場を決める成績を収めました。 

残念ながら、今年は、中国大会、全国大会が中止となり、大きな 

舞台で活躍する機会を得られませんでしたが、今回の挑戦は、選手一 

人一人の大きな成長につながったと思います。

 


